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1.はじめに

モンゴル国では，著しい経済成長と伝統的食文化から西欧食への変化のさなかにあり，

そのことが小児の健康状態にも影響を及ぼしている。なかでも深刻なのが小児の虫歯であ

り,2013 年から 2年間で 89.8%から 96.8%に罹患率が増加している。また，モンゴル国にお

いて栄養や食に関わる専門的な資格である，管理栄養士、栄養士，調理師は養成されてお

らず，調理職員がこれらに相当する専門職となっている。したがって、小学校において栄

養・食に関する授業は通常は行われておらず、歯と栄養・食を関連づけた知識は乏しいと

考えられる。このような現状の中，歯科栄養教育を行うことにより，児童が虫歯と栄養の

関係性を理解したり、より良い食べ方を学ぶことができれば，小児期の虫歯罹患者率低下

や、ひいては健康な体づくりにつながる可能性がある。

モンゴル国の小学校において、児童が積極的に授業に参加し、知識の習得に取り組める歯

科栄養教育やブログラムを実施し、評価を行うことを目的に本研究を行なった。

2. 対象・方法

対象は，モンゴル国ウランバートル市にある私立小中校一貫校に在籍する Grade3 (第 3 

学年）の 3クラス 72名，Grade5(第 5学年）の 2クラス 58名であった。2019 年 4月 10～

17日、9月 15〜21 日に現地を訪問し，9 月 18日に食の授業を行った。8 月に現地関係

（モンゴル国立医科大学歯学部岡崎特任教授）と指導案と教材案の協議による検討を行

い，その後教材作成，スタッフ研修を行った。また，食の授業の評価は、授業終了時に児

童が記入したワークシート（理解度をはかる問題、質問紙，自由記述による感想）の内容

および授業観察者からの自由記述欄を含む質問紙より行った。

3. 結果

モンゴル国の児童に適しているかを確認しながら，指導案を作成した。各学年ともに設

定した学習目標に基づき、モンゴルでなじみのある恐竜や児童の興味を促すクイズを用い

ながら授業を進め、授業終了後には自作の資料を配布することで授業内容の定着を目指し

た。

実施後に各学年の質問紙を集計した結果，Grade3 の児童は質問紙の回答方法が適切でな

く，理解度を評価することができなかったものの、「噛む」ことや「唾液」「おやつ」に

ついての自由記述を多く得られた。また，Grades の児童は理解度をはかる問題では 9割以

上の正答率、話の内容に関してもすべての項目で肯定的な評価が得られた。

授業の観察者からも，いくつかの課題は出たものの，肯定的な評価が多く得られた。

4. まとめ

評価を行った結果，実施した歯科栄養数育は、児童が積極的に授業に参加でき、知識の習

得に取り組めるものであったと考えられる。
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